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■建築物・建築設備の定期報告
�地階か３階以上の階で劇場・映画館・演芸場に使ってい

る部分が100㎡を超える。または、その用途に供する客席

部分の床面積合計が200㎡以上か主階が１階以外にある。

�地階か３階以上の階で病院・患者の収容施設がある診療

所・老人ホーム・児童福祉施設などに使っている部分が

100㎡を超える。またはその用途に供する２階の床面積合

計が300㎡以上か、その用途に供する部分の床面積合計が

1,000㎡以上。

�地階か3階以上の階で、百貨店・マーケット・展示場・キャ

　特殊建築物とその設備は、所有者や管理者
が建築士などへ定期的に調査を依頼して、結
果を市へ報告することが建築基準法で義務付
けられています。
　次に該当する建築物と建築設備の所有者は
６月１日㈪から７月31日㈮までに定期報告書
を提出してください。
　また、本年度から建築設備の報告時期が建
築物と同時期になりました。詳しくは本市ホー
ムページか、建築指導課へ。

バレー・カフェ・ナイトクラブ・バー・ダンスホール・遊技場・

公衆浴場・料理店・飲食店・物品販売業を営む店舗に使われ

ている部分が100㎡を超える。またはその用途に供する２

階の床面積合計が500㎡以上か、その用途に供する部分の

床面積合計が1,000㎡以上。

�５階以上で、床面積の合計が1,000㎡を超える事務所な

ど。

　５月はリサイクル月間。これに合わせて建設リサイ

クル法による届け出を促進するため、全国一斉パトロ

ールを実施。本市では、５月18日㈪から22日㈮まで、

解体工事現場を巡ります。

　解体する建物の面積が80㎡以上になるときなど

は、建設リサイクル法の届け出が必要。必ず着工前に

届け出ましょう。

　耐震診断調査資格者が耐震診断を実施。地震に弱い部分や

倒壊する可能性の有無を調べます。

対象住宅＝次の条件をすべて満たす市内の木造住宅、先着

80件。①昭和56年５月31日以前に着工した一戸建ての住宅

または併用住宅（住宅部分の床面積が２分の１以上）②平屋ま

たは２階建て③在来軸組工法で建築

費用＝1,000円

用意する物＝確認通知書または壁の位置が分かる平面図

申し込み＝５月25日㈪～６月30日㈫に市役所建築指導課

（☎898−6752）へ直接

　「ワンポイント子育て講座 育て前橋っ子！！」
を実施しています。これは、子どもたちの健全な
成長を支援するため、市の職員が企業などに出
向き、10分程度の簡単な子育て講座を無料で行
うものです。
　昼休み、休息時間などを利用し、活用してく
ださい。
対象＝市内の企業など
申し込み＝開催希望日の２週間前までに中
央・各地区公民館へ

講 座 一 覧
乳幼児をもつ親の人向け

１　抱っこにおんぶにてんぐるま
２　子育てもはじめはみんな１年生
３　パパも一緒に子育てを・・・
４　ことばかけのマジック？
５　ＳＯＳ発信 それは子育ての裏技です
６　ことばをはぐくむ親子のあそび

小・中・高校生をもつ親の人向け
７　子育て　これだけは
８　心をたがやす読書のすすめ
９　早寝、早起き、朝ご飯

10　勉強好きな子にするために
11　いじめから我が子を守るために
12　子どもたちを健やかに育てるために
13　見てますか？子ども
14　見てますよ、子どもたちが
15　あなたの子どもを不審者がねらってる！
16　子育てに　地域の手助け　大きなお世話？
17　ケータイ、だいじょうぶ？
18　子どものＳＯＳを見逃さない
19　子どもと自然の楽しみを見つけよう

子育てを卒業された人向け
20　子育て応援しませんか

　問い合わせは　建築指導課　☎898−6752

木造住宅を対象に
資格者が耐震診断

リサイクル月間に
解体工事現場を巡視

　問い合わせは　建築指導課　☎898−6752

忘れずに定期報告を
の安全な利用のため建築物
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　問い合わせは　生涯学習課　☎210−2198

新型インフルエンザ予防対策

安心して利用できるよう安全の確認を

■感染予防のために
●手洗い・うがいを習慣にしましょう

　ウイルスは感染した人のせき・くしゃみ・つばなどの

飛
ひ ま つ

沫を介して感染します。外出先から戻ったときは丁寧

に手洗い・うがいをしましょう。

●せきエチケットを守りましょう

�せきやくしゃみをするときには、ティッシュペーパー

などで口と鼻を押さえ、ほかの人から顔を背け１ｍ以上

離れる。

�呼吸器系分泌物（鼻水・痰
たん

など）を含んだティッシュペ

ーパーは、すぐにふた付きの廃棄物箱に捨てる。

　予防対策を心掛け、新型インフルエンザにかからないように注意し

ましょう。新型インフルエンザは、せき・鼻水などの気道の炎症に伴う

症状に加えて突然の高熱、全身倦
け ん た い

怠感、頭痛、筋肉痛を伴うことが特

徴。通常のインフルエンザと同様、人込みに近づかないことやマスク

の使用、外出後の手洗い・うがいが感染予防には有効です。また、日ご

ろから十分な休養を取り、体力や抵抗力を高めること、バランス良く

栄養を取ることを心掛けましょう。

�せきをしている人にマスクの着用を促す。

�マスクは説明書をよく読んで、正しく装着する。

■発熱電話相談窓口を設置しています
　新型インフルエンザ発生国での滞在や患者との接触

があり、インフルエンザの症状（発熱、筋肉痛、全身の倦怠

感など）がある人は、直接医療機関へは行かず下記相談

窓口に相談してください。

【発熱電話相談窓口】
電話番号＝220−5781、220−5779（市保健所）

受付時間＝午前9時～午後5時30分　

　問い合わせは　市保健所　☎220−5781


